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1987

■ あらゆる事業に挑戦する精神

「鉄道事業だけに依存してはいけない」という思いで、
様々な事業に挑戦し成⾧を実現してきた







（ななつ星 in 九州）
・2013年に日本で初めてのクルーズトレインとして誕生
・米国出版大手コンデナスト社の旅行誌の読者投票では
「世界の豪華列車」部門で3年連続世界トップに選ばれる

●鉄道事業

（D＆S列車）
・1989年の特急「ゆふいんの森」の運行を皮切りに、現在では、

10本のD&S列車（デザイン＆ストーリー列車（観光列車））を運行
・2024年４月に「かんぱち・いちろく」がデビュー

（九州新幹線・西九州新幹線）
・2011年に九州新幹線（博多～鹿児島中央）が全線開業し、

JR博多シティとの相乗効果で当社の成⾧はさらに加速
・2022年に西九州新幹線が開業を果たし、西九州エリアの活性化を

後押し



（不動産・ホテル）
・1989年に初の分譲マンション販売を開始
・1992年に「ホテルブラッサム福岡」を開業

現在、九州・沖縄、京都、東京、タイにて、20のホテルを展開
・1997年に初の駅ビル事業であるアミュプラザ小倉が開業

現在、九州の県庁所在地を中心に駅ビルを7箇所で展開
・2021年に物流事業へ参入

現在、九州内で物流不動産を5件稼働中、5件の開発に着手

●関連事業

（流通・外食）
・2002年には、飲食店「うまや」を東京・赤坂に開業する

など、東京、九州で外食事業も展開
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2024年度
安全に関する社員の声

16,616件



安全を支える人材の育成（安全創造館）

・目 的:過去の事故等の教訓を風化させず、
基本動作や安全対策の意味を理解し、
お客さまや社員の安全のために行動
できる社員の育成を実現するため

・開設年月:2011年１月
・内 容:過去の事故概要等のパネル展示での

学習や模擬踏切、模擬ホーム、模擬
トンネル、模擬車両及び労働災害を
学ぶ設備があり、実際に体感、体験
することが可能

・受講人数:66,635名（2025年度末現在）
※安全創造館開設以来の人数

安全に関する設備投資等

安全に関する設備投資や修繕は毎年計画的に実施
2024年度支出額:535億円
＜主な件名＞
・電車線路設備取替
・踏切設備取替
・日田彦山線BRT復旧
・新幹線脱線対策
・線区改善対策、木まくらぎＴＰＣ化
・YC1系車両新製、８１１系リニューアル
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明るく楽しい会社づくりプロジェクト

研修や意見交換会



3つの領域に対して統合的にアプローチ 脱炭素移行計画
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運賃・料金改定による鉄道旅客運輸収入の増加や、不動産販売収入が増加したことなどにより、
連結営業収益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は対前年増収増益



運賃・料金改定実施などにより、連結営業収益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する
当期純利益は増収増益見込み
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鉄道株主優待券

JR九州グループ
株主優待券

１枚につき、お一人様の運賃が1日無料（1日乗車券タイプ）
特急列車・新幹線にご乗車の場合は、別途特急券が必要

JR九州グループの各利用対象施設で現金同様にご利用可能な
2,500円分の金券



＜ご利用の際の運賃・料金のイメージ＞
博多→鹿児島・指宿温泉へ
（大人お一人さまで九州新幹線自由席、特急「指宿のたまて箱」指定席、片道利用の場合）

通常料金：13,750円（運賃：6,820円、新幹線自由席：5,150円、特急指定席1,780円）
優待料金：6,930円（運賃：0円、新幹線自由席：5,150円、特急指定席1,780円）
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ご優待内容 「鉄道株主優待券」と「JR九州グループ株主優待券」を追加で発行

発行基準 毎年３月31日を基準日として、500株以上を保有し、かつ100株でも
継続して２年以上保有

例）2025年3月31日時点での所有株式数が500株以上であれば、
直前２年間の保有株式数が500株未満であっても⾧期保有株主優待の対象となります。

所有株式数 鉄道株主
優待券

JR九州グループ
株主優待券⾧期保有

株主優待
⾧期保有
株主優待

100株～500株未満 100株毎に１枚 ― 一律2,500円分 ―
500株～1,000株未満 100株毎に１枚 １枚追加

一律2,500円分

1,000円分追加

1,000株～10,000株未満 10枚＋1,000株超過分
200株毎に１枚

２枚追加 2,000円分追加10,000株～20,000株未満 55枚＋10,000株超過分
300株毎に１枚

20,000株以上 100枚

2025年7月1日から拡充しました!
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決算ハイライト
・

株主還元

主たる事業フィールドである九州を中心に、鉄道事業のみならず不動産、
流通・外食事業等さまざまな分野に進出し、持続的な成⾧に向けて
積極果敢に挑戦する企業グループ

JR九州グループ経営理念を一新するとともに、「JR九州グループ
中期経営計画2025-2027」を策定。
「サステナブルなモビリティサービスの実現」、「事業間連携の強化による
まちづくり」、「未来への種まき」を重点的に取組む

・2026年3月期第１四半期は対前年で増収増益（連結営業収益、
営業利益、経常利益は過去最高）

・連結配当性向35％以上の配当を実施し、機動的に自己株式取得を実施
2026年3月期の配当予想は1株当たり年間配当金115円

・株主優待は2種類（⾧期保有株主優待制度あり）



株式上場７周年記念キャンペーン 熊本総合車両所見学ツアー

九州外で開催のイベント

● 株主の皆さまへ日頃の感謝を込めて、イベント等を開催

JR九州社⾧によるトークショー＆
「SL人吉」「A列車で行こう」貸切ツアーの様子

● 熊本総合車両所にて新幹線の点検行程等を見学

● 2025年２月22日に関東地区（赤坂うまや）にて
写真家村上悠太氏をお招きしてトークショーを開催



ご登録はこちら






